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渡
辺
総
長
は
、
理
事
長
を
務

め
る
山
梨
総
合
研
究
所
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
視
察
に
合
わ
せ
て
ジ

ャ
カ
ル
タ
を
訪
問
。
４
、
５
年

ぶ
り
と
な
っ
た
街
の
印
象
に
つ

い
て
、﹁
ず
い
ぶ
ん
明
る
く
な

っ
た
。
こ
ん
な
に
変
わ
っ
て
び

っ
く
り
し
た
﹂
と
話
す
。

そ
の
背
景
と
し
て
、﹁
中
間

層
が
相
当
の
厚
み
を
持
っ
て
生

ま
れ
て
き
た
の
で
は
﹂
と
指
摘

す
る
。﹁
ス
ハ
ル
ト
時
代
も
成

長
率
は
高
か
っ
た
が
、
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
﹃
貧
困
の
ア
ジ
ア
﹄

を
代
表
す
る
国
の
一
つ
で
、
中

間
層
の
厚
み
は
実
感
で
き
な
か

っ
た
。
あ
く
ま
で
も
直
感
的
な

感
想
だ
が
、
今
回
は
違
う
の
で

は
な
い
か
﹂

そ
の
厚
み
を
持
っ
た
中
間
層

の
存
在
が
国
家
に
安
定
を
も
た

ら
す
と
い
う
。﹁
中
間
層
は
、

所
得
が
上
昇
し
て
く
る
と
自
由

や
民
主
を
求
め
る
よ
う
に
な

る
。
同
時
に
失
っ
て
は
困
る
も

の
も
持
ち
始
め
た
階
層
。
変
革

は
好
む
が
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
革

は
望
ま
な
い
、
と
い
う
心
理
を

持
っ
た
人
た
ち
だ
﹂
と
分
析
し

た
。

■
﹁
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
化
﹂
懸
念

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
︵
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
︶
で
は
、
中
国
の
勃

興
を
例
に
挙
げ
、
相
手
に
逆
ら

え
な
く
な
っ
た
ら
相
手
の
意
に

沿
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
﹁
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
化
﹂
の
懸
念
が
出

て
い
る
と
指
摘
す
る
。﹁
今
年

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
サ
ミ
ッ
ト
で
共
同
声
明
が
出

せ
な
か
っ
た
の
が
最
た
る
例
﹂

と
い
う
。

著
書
な
ど
を
通
じ
、
中
国
を

は
じ
め
と
す
る
大
陸
国
家
と
距

離
を
置
く
べ
き
と
主
張
し
て
き

た
渡
辺
総
長
は
﹁
ヒ
ト
ラ
ー
に

つ
な
が
っ
た
ド
イ
ツ
の
勃
興
の

よ
う
な
こ
と
が
今
、
ア
ジ
ア
で

も
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
経
済
成
長
と
軍
事
費
増
大

を
続
け
る
中
国
の
勃
興
が
、
ア

ジ
ア
の
勢
力
均
衡
図
を
塗
り
替

え
て
い
く
と
ば
口
に
あ
る
と
思

わ
せ
る
。
南
北
の
連
携
軸
を
強

化
す
べ
き
。
そ
の
た
め
に
は
日

本
が
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
の
見
解
を
表
明
。

一
方
で
、﹁
ド
イ
ツ
も
日
本
も

ア
メ
リ
カ
も
過
去
に
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
や
っ
て
き
た
。﹃
中

国
は
対
外
膨
張
の
欲
求
に
身
を

焼
か
れ
て
い
る
の
だ
﹄
と
認
識

し
た
上
で
ど
う
対
処
す
る
か
を

考
え
な
い
と
中
国
の
行
動
様
式

を
読
み
違
え
る
﹂
と
述
べ
、

﹁﹃
渡
辺
は
反
中
だ
、
嫌
中
だ
﹄

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
大
学
で

は
無
数
の
中
国
人
留
学
生
を
育

て
て
い
る
。
個
人
と
国
家
や
民

族
は
ま
っ
た
く
別
だ
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
意
味
で
僕
は
親
中

派
で
あ
り
、反
中
派
﹂と
話
し
た
。

■
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
縁
深
い

１
９
６
０
年
代
の
戦
後
賠
償

留
学
生
に
対
し
、
日
本
語
や
日

本
事
情
を
教
え
る
役
割
を
果
た

し
た
拓
大
は
現
在
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
元
日
本
留
学
生
た
ち
が

創
設
し
た
ダ
ル
マ
・
プ
ル
サ
ダ

大
学
と
提
携
し
、
学
生
の
派
遣

や
弁
論
大
会
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
渡
辺
総
長
は
今
回
、
同
大

の
オ
ロ
ア
ン
・
シ
ア
ハ
ア
ン
学

長
と
も
会
談
。﹁
日
イ
の
象
徴

的
な
存
在
で
あ
る
大
学
。
拓
大

も
︵
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
若
者
に

軍
事
教
練
を
行
う
な
ど
し
て
、

後
の
独
立
を
支
援
す
る
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
︶

柳
川
宗
成
大
尉
が
卒
業
生
で
あ

る
な
ど
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
縁

が
深
い
。
知
恵
と
人
材
を
供
給

す
る
な
ど
し
て
、
さ
ら
に
関
係

を
深
め
て
い
き
た
い
﹂
と
意
気

込
ん
だ
。

昨
年
10
月
に
開
い
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
の
ホ
テ
ル
予
約
サ
イ

ト
﹁
ホ
テ
リ
ッ
プ
﹂︵http://ho

terip.com
/

︶
を
通
じ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
市
場
の
開
拓
も
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
を
開
く
な
ど
の
多
店
舗
展
開

も
検
討
。
旗
艦
店
と
し
て
の
拡

張
オ
ー
プ
ン
を
て
こ
に
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
市
場
で
の
広
い
事
業

展
開
を
模
索
す
る
。

同
社
独
自
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
・
決
済
シ
ス
テ
ム
﹁
ス
マ
ー

ト
ブ
ッ
キ
ン
グ
﹂
を
同
支
店
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
年
内
に
導
入
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
店

舗
販
売
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
の
両
輪
で
事
業
拡
大
を
狙

う
。
法
人
企
業
デ
ス
ク
を
新
設

し
、
現
地
企
業
を
対
象
に
し
た

出
張
手
配
な
ど
の
業
務
に
も
力

を
入
れ
る
。

今
回
の
拡
張
で
は
、
店
舗
面

積
を
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
か

ら
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に
拡

張
し
、
従
業
員
も
12
人
増
や
し

て
21
人
体
制
と
し
た
。
松
井
太

一
支
店
長
は
﹁
ま
ず
も
っ
と
多

く
の
人
に
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
存
在
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
語
っ
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｓ
は
現
在
、
世
界
戦
略

に
お
い
て
ア
ジ
ア
市
場
を
強

化
。
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

中
国
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
店
は
２
０
０

９
年
４
月
に
営
業
を
開
始
し

た
。
︵
岡
坂
泰
寛
、
写
真
も
︶

ク
リ
ン
ト

ン
米
国
務
長

官
＝
写
真
＝

は
６
日
、
東

テ
ィ
モ
ー
ル
を
訪
れ
、
タ
ウ

ル
・
マ
タ
ン
・
ル
ア
ク
大
統

領
、
シ
ャ
ナ
ナ
・
グ
ス
マ
ン
首

相
と
会
談
し
た
。
東
テ
ィ
モ
ー

ル
が
２
０
０
２
年
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
独
立
し
て
以
来
、
米

国
務
長
官
の
同
国
訪
問
は
初
。

ク
リ
ン
ト
ン
氏
は
訪
問
に
つ

い
て
﹁
こ
の
国
の
人
々
が
成
し

遂
げ
て
き
た
す
べ
て
を
わ
れ
わ

れ
は
支
持
す
る
と
い
う
、
目
に

見
え
る
証
だ
﹂
と
述
べ
、
東
テ

ィ
モ
ー
ル
が
今
年
、
大
統
領
選

挙
や
国
民
議
会
選
挙
を
﹁
自
由

か
つ
公
正
﹂
に
行
っ
た
こ
と
を

評
価
。

﹁
民
主
主
義
と
人
権
の
改
善

を
推
し
進
め
る
こ
と
が
、
わ
れ

わ
れ
の
ア
ジ
ア
へ
の
関
与
に
お

け
る
中
心
的
な
柱
だ
﹂
と
述
べ
、

法
の
支
配
や
基
本
的
人
権
の
尊

重
の
確
立
へ
協
力
し
て
い
く
と

の
方
針
を
示
し
た
。

旅
行
代
理
店
大
手
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
︵
Ｈ
Ｉ
Ｓ
、

本
社
・
東
京
都
新
宿
区
︶
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
店
︵
中
央
ジ

ャ
カ
ル
タ
の
ミ
ッ
ド
プ
ラ
ザ
︶
は
７
日
、
店
舗
の
拡
大
と

従
業
員
の
増
員
を
行
い
、
海
外
支
店
と
し
て
は
タ
イ
に
続

き
２
カ
所
目
と
な
る
大
型
旗
艦
店
﹁
ト
ラ
ベ
ル
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
﹂
と
し
て
拡
張
オ
ー
プ
ン
し
た
。

取
扱
商
品
数
を
倍
増
さ
せ
、
在
留
邦
人
向
け
の
旅
行
販
売

を
強
化
。
今
後
１
年
で
売
上
倍
増
を
目
指
す
。

大
型
旗
艦
店
に
拡
張

Ｈ
Ｉ
Ｓ
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
店

店
舗
拡
大
、売
上
倍
目
指
す

拡
張
オ
ー
プ
ン
し
た

Ｈ
Ｉ
Ｓ
ジ
ャ
カ
ル
タ

支
店
の
店
内

ア
ス
ト
ラ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
社
が
７
日
に
発
表
し
た

８
月
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
自
動
車

工
業
会
︵
ガ
イ
キ
ン
ド
︶
の
統

計
︵
卸
売
り
ベ
ー
ス
︶
に
よ
る

と
、
同
月
の
新
車
販
売
台
数
は

前
月
比
約
24
・
９
％
減
の
７
万

６
９
８
０
台
と
な
っ
た
。

８
月
の
レ
バ
ラ
ン
︵
断
食
明

け
大
祭
︶
が
最
大
で
10
日
間
の

大
型
連
休
と
な
っ
た
た
め
、
営

業
日
が
少
な
く
、
大
幅
減
と
な

っ
た
。
６
、
７
月
に
は
２
カ
月

連
続
で
過
去
最
高
の
販
売
台
数

を
記
録
し
て
い
た
。

１
︱
８
月
の
販
売
台
数
は
71

万
４
７
５
８
台
で
、
前
年
比

41
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
メ
ー

カ
ー
別
で
は
、
26
万
４
４
３
１

台
の
ト
ヨ
タ
が
シ
ェ
ア
︵
37
・

０
％
︶
で
ト
ッ
プ
。
10
万
５
３

４
２
台
の
ダ
イ
ハ
ツ
︵
シ
ェ
ア

14
・
７
％
︶、
９
万
５
４
９
５
台

の
三
菱
︵
同
13
・
４
％
︶、
７
万

４
８
１
４
台
の
ス
ズ
キ
︵
同

10
・
５
％
︶、
４
万
６
４
２
４
台

の
日
産
︵
同
６
・
５
％
︶、
３

万
８
５
４
４
台
の
ホ
ン
ダ
︵
同

５
・
４
％
︶、
２
万
２
２
８
０

台
の
い
す
ゞ
︵
同
３
・
１
％
︶、

７
１
９
４
台
の
マ
ツ
ダ
︵
同

１
・
０
％
︶
な
ど
が
続
い
た
。

小
売
ベ
ー
ス
で
は
、
８
月
の

新
車
販
売
は
７
万
７
４
６
６

台
、
１
︱
８
月
は
、
70
万
３
８

６
３
台
。

乾
期
も
後
半
に
差
し
掛
か
っ

た
。
首
都
周
辺
の
貯
水
池
の
貯

水
量
が
減
っ
て
お
り
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
が
水
不
足
に
陥
る
可
能
性

が
出
て
き
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
南
部
、
西
部
の

上
水
道
事
業
を
運
営
す
る
Ｐ
Ａ

Ｍ
リ
ヨ
ネ
・
ジ
ャ
ヤ
︵
パ
リ
ジ

ャ
︶
社
に
よ
る
と
、
同
社
が
西

ジ
ャ
ワ
州
プ
ル
ワ
カ
ル
ワ
県
の

ジ
ャ
テ
ィ
ル
フ
ル
・
ダ
ム
か
ら

得
る
供
給
水
量
が
通
常
比
８
︱

10
％
減
と
な
っ
た
。
７
日
ま
で

に
、
利
用
者
か
ら
水
が
出
に
く

い
と
い
う
苦
情
を
受
け
た
と
い

う
。ジ

ャ
カ
ル
タ
北
部
、
東
部
の

上
水
道
事
業
を
行
う
ア
エ
ト

ラ
・
ア
イ
ル
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
社

も
、
６
日
ま
で
に
北
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
数
カ
所
で
水
が
出
に
く
い

と
い
う
報
告
を
受
け
取
っ
た
と

い
う
。

バ
ン
テ
ン
州
タ
ン
ゲ
ラ
ン
市

ベ
ン
ダ
郡
な
ど
で
水
道
水
が
出

な
く
な
り
、
水
道
公
社
は
配
水

車
を
派
遣
し
て
い
る
と
い
う
。

︱
お
断
り
︱

９
日
︵
日
︶
は
休
刊
日
の
た

め
、
じ
ゃ
か
る
た
新
聞
を
お
休

み
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

レ
バ
ラ
ン
で
前
月
比
減

８
月
の
自
動
車
新
車
販
売

バ
リ
州
デ
ン
パ
サ
ー
ル
在
住

の
日
本
人
男
子
高
校
生
︵
16
︶

が
先
月
８
日
、
乾
燥
大
麻
を
所

持
し
た
と
し
て
、
デ
ン
パ
サ
ー

ル
市
警
察
に
逮
捕
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
６
日
、
分
か
っ
た
。

警
察
に
よ
る
と
、
高
校
生
は

先
月
８
日
午
後
２
時
35
分
ご

ろ
、
デ
ン
パ
サ
ー
ル
市
内
の
路

上
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
乾
燥
大
麻

２
・
61
グ
ラ
ム
を
隠
し
持
っ
て

い
た
と
さ
れ
る
。
警
察
官
に
よ

る
所
持
品
検
査
で
大
麻
が
見
つ

か
っ
た
。

高
校
生
は
警
察
の
取
り
調
べ

に
対
し
﹁
自
分
で
使
用
す
る
た

め
に
持
っ
て
い
た
﹂
と
容
疑
を

認
め
て
い
る
。
大
麻
は
30
万
ル

ピ
ア
︵
約
２
５
０
０
円
︶
で
購

入
し
た
と
い
う
。

す
で
に
送
検
さ
れ
、
裁
判
に

向
け
た
手
続
き
に
入
っ
て
い
る

と
い
う
。
大
麻
所
持
の
罪
の
法

定
刑
は
禁
固
４
︱
12
年
。

在
デ
ン
パ
サ
ー
ル
日
本
総
領

事
館
も
少
年
の
逮
捕
を
確
認
し

た
。
総
領
事
館
に
よ
る
と
、
在

留
邦
人
が
薬
物
関
係
の
事
件
で

逮
捕
さ
れ
る
の
は
ま
れ
。
未
成

年
者
が
逮
捕
さ
れ
る
事
案
は
、

少
な
く
と
も
こ
こ
数
年
は
発
生

し
て
い
な
い
と
い
う
。

︵
道
下
健
弘
︶

日
本
人
高
校
生

大
麻
所
持
容
疑

デ
ン
パ
サ
ー
ル
、路
上
で
逮
捕

﹁
税
金
の
無
駄
遣
い
﹂
と
こ
れ
ま
で
も

や
り
玉
に
挙
が
っ
て
き
た
国
会
議
員
の
外

国
視
察
に
対
す
る
批
判
が
ま
た
強
ま
っ
て

い
る
。

野
党
ハ
ヌ
ラ
党
中
央
執
行
委
員
会
委
員

長
の
ユ
デ
ィ
・
ク
リ
ス
ナ
ン
デ
ィ
氏
は
、

２
０
０
９
年
ま
で
務
め
た
議
員
生
活
を
振

り
返
り
、﹁
海
外
視
察
で
仕
事
は
わ
ず
か

20
％
だ
け
で
、
80
％
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
だ
っ

た
﹂
と
主
張
。
09
年
か
ら
新
任
期
に
入
っ

た
国
会
は
、
外
交
が
担
当
の
国
会
第
１
委

員
会
以
外
の
委
員
会
の
視
察
が
増
え
て
い

る
と
批
判
し
た
。

批
判
の
高
ま
り
を
受
け
、
国
会
倫
理
委

員
会
は
７
日
、
外
国
視
察
を
一
時
凍
結
す

る
こ
と
を
提
案
。
国
会
議
長
団
に
凍
結
を

検
討
す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。

「８割はピクニック」

住
友
電
気
工
業
の
現
地
法
人

ス
ミ
デ
ン
・
ハ
ー
ド
メ
タ
ル
・

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
は
７
日
、
切

削
工
具
の
製
造
工
場
の
地
鎮
祭

を
、
工
場
を
建
設
す
る
西
ジ
ャ

ワ
州
カ
ラ
ワ
ン
の
カ
ラ
ワ
ン
工

業
団
地
︵
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
︶
で
開
い

た
。
国
内
自
動
車
市
場
の
拡
大

が
続
く
中
、
日
本
か
ら
部
品
製

造
会
社
の
進
出
が
相
次
い
で
お

り
、
現
地
生
産
を
始
め
る
こ
と

で
、
各
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
体
制
を
作
る
。

ス
ミ
デ
ン
・
ハ
ー
ド
メ
タ

ル
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
は
今
年

６
月
に
設
立
し
た
。
住
友
電
工

ハ
ー
ド
メ
タ
ル
が
80
％
、
商
社

の
ソ
マ
グ
デ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

社
が
20
％
を
出
資
。
こ
れ
ま
で

切
削
工
具
は
タ
イ
や
日
本
な
ど

か
ら
輸
入
し
て
い
た
。

地
鎮
祭
に
は
住
友
電
工
本
社

の
牛
島
望
常
務
執
行
役
員
・
ア

ド
バ
ン
ス
ト
マ
テ
リ
ア
ル
事
業

本
部
本
部
長
、
住
友
電
工
ハ
ー

ド
メ
タ
ル
の
白
石
順
一
社
長
、

ス
ミ
デ
ン
現
法
の
田
中
克
享
社

長
、
ソ
マ
グ
デ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ダ
ル
マ
ワ
ン
・
ブ
デ
ィ
・

ス
ト
リ
ソ
ノ
社
長
、
設
計
・
施

工
を
担
当
す
る
竹
中
工
務
店
の

長
田
士
郎
常
務
執
行
役
員
、
竹

中
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
藤
岡
也
寸

志
代
表
ら
が
出
席
。

田
中
氏
は
あ
い
さ
つ
で
、
主

な
販
売
先
で
あ
る
四
輪
・
二
輪

製
造
業
の
裾
野
が
広
が
る
中
、

﹁
地
産
地
消
を
目
指
す
﹂
と
と

も
に
、﹁
再
研
磨
も
メ
ー
カ
ー

品
質
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
﹂

と
述
べ
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
拡
充
し
て
い
く
と
の
方
針
を

示
し
た
。

牛
島
氏
は
、
住
友
電
工
は
現

在
、
中
国
に
次
ぐ
製
造
・
販
売

拠
点
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
や
ト
ル

コ
、
メ
キ
シ
コ
と
並
ん
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
重
視
し
て
い
る
と

説
明
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
特
に
、

生
産
の
比
重
を
日
本
か
ら
移
転

す
る
日
系
の
製
造
企
業
が
多
い

こ
と
が
特
徴
だ
と
い
う
。

投
資
額
は
12
億
２
千
万
円
。

延
べ
床
面
積
は
４
４
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
。
来
年
５
月
に
完
成

し
、
同
年
６
月
か
ら
生
産
を
開

始
す
る
予
定
。

︵
関
口
潤
、
写
真
も
︶

国
会
議
員
外
遊
を

野
党
幹
部
が
批
判

地鎮祭の儀式「鎮め物」
を行う牛島常務執行役員

切
削
工
具
工
場
で
地
鎮
祭

日
系
製
造
業
進
出
に
対
応

百
十
四
銀
行
︵
香
川
県
︶
は

こ
の
ほ
ど
、
国
営
銀
行
バ
ン

ク
・
ヌ
ガ
ラ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

︵
Ｂ
Ｎ
Ｉ
︶
と
業
務
提
携
の
覚

書
を
締
結
し
た
。

国
際
協
力
銀
行
︵
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
︶

を
通
じ
て
、
Ｂ
Ｎ
Ｉ
と
７
月
に

業
務
提
携
を
結
び
、
間
接
的
な

提
携
関
係
に
あ
っ
た
が
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
成
長
を
見
込
み
、

直
接
提
携
す
る
こ
と
に
決
め

た
。
Ｂ
Ｎ
Ｉ
が
四
国
の
金
融
機

関
と
提
携
す
る
の
は
初
め
て
。

今
後
Ｂ
Ｎ
Ｉ
を
通
じ
て
現
地
法

人
向
け
ル
ピ
ア
建
て
融
資
や
投

資
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い

く
。先

月
30
日
に
覚
書
を
締
結
。

同
日
、
Ｂ
Ｎ
Ｉ
東
京
支
店
の
ガ

ト
ッ
ト
・
ゲ
ン
ビ
ロ
・
ヌ
グ
ロ

ホ
支
店
長
と
百
十
四
銀
の
渡
邊

智
樹
頭
取
が
面
談
し
た
。

住友電工
現地法人

ク
リ
ン
ト
ン
氏

東
テ
ィ
モ
ー
ル
訪
問

米
国
務
長
官
と
し
て
初

首
都
圏
で
水
不
足

乾
期
で
貯
水
減
少

Ｂ
Ｎ
Ｉ
と
業
務
提
携

香
川
県
の
百
十
四
銀

地
域
の
大
国
へ
発
展
期
待

1939年６月生まれ。山梨県甲府市出身。慶応大学大学院経済学研究科博士課程修
了。専門は開発経済学と現代アジア経済論。筑波大、東工大教授を経て、2000年か
ら拓大教授。同大国際開発学部（現・国際学部）長を務め、05年に学長、11年に総
長（学長兼任）就任。日本安全保障・危機管理学会会長も務める。

開
発
経
済
学
や
ア
ジ
ア
経
済
論

の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
る
拓
殖
大

学
の
渡
辺
利
夫
総
長
︵
兼
学
長
︶

は
こ
の
ほ
ど
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
訪

問
し
、
じ
ゃ
か
る
た
新
聞
の
会
見

に
応
じ
た
。
近
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
経
済
の
発
展
に
つ
い
て
、﹁
中

間
層
が
厚
み
を
持
て
ば
、
社
会
の

安
定
度
は
増
す
﹂
と
述
べ
、
今
後
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
地
域
の
大
国
と

し
て
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
る
こ

と
に
期
待
を
示
し
た
。

︵
上
野
太
郎
︶

拓
大
の
渡
辺
総
長

﹁
中
間
層
は
安
定
望
む
﹂

渡辺利夫（わたなべ・としお）

じゃかるた新聞の会見に応じる渡辺
総長＝関口潤写す

為替・株価

10,000円＝1,162,900
（前日比5,900ルピア高、三菱東京UFJ銀行T.T.B）

1ドル＝9,280
（前日と変わらず、同）

10,000円＝1,207,500
1ドル＝9,580 （両替商調べ）

インドネシア証券取引所株価指数
＝4143.679（前日比40.822ポイント△）

みなみ十字・第43号
☆久しぶりのインドネシア

中学部１年２組（執筆時）

柴田　裕希
私は今年の六月に、

タイから二年半ぶりに
インドネシアに帰って
きた。全く変わっていな
くて、驚いた。
知り合いはいないかと思ったら、

知っている顔がたくさんあった。運
動会も、男子の迫力ある組み体操や、
女子の明るいダンスも変わらない。
校舎も明るいままだ。
ＪＪＳフェスティバルもまだ健在
だ。伝統行事がいまだに続いていて、
なんだかうれしかった。
前にいたときに入っていたＢＩＳ
のスイミングチームに、また戻った。
コーチが、大きくなったと驚いてい
た。そして前みたいに、朝練をして
から学校に行くようになった。
チームのみんなはほとんど知らな
い子ばかりだ。いろいろ事情があっ
てやめてしまったらしい。でも、も
ちろんやめていない子もいて、話し
かけてくれたりした。
私が一年のころからＢＩＳで泳い
でいるジュリアは私と同い年だが、
一度も勝ったことがない。
タイから二十秒以上速くなって帰
ってきたが、やっぱりジュリアには
追いつけなかった。いつか追いつけ
るようになりたい。
今回まだインドネシアでやってい
ないこと、まだ一度もやったことの
ないこと。インドネシアにいる間に
挑戦していきたい。

フラッシュ・ニュース
■シャツでアピール
国営企業による事業の約70％で汚
職の疑いがあると話していたダフラ
ン・イスカン国営企業担当相は７日
の記者会見で、黄色いＴシャツを着
て登場し、汚職撲滅を訴えた。「ここ
から汚職者を追放しろ」とプリント
された文字の下に、ごみ箱が描かれ
ている。「以前は汚職撲滅委員会（Ｋ
ＰＫ）の新ビル建設計画を支援をア
ピールするシャツを着た。この黄色
いシャツは、ごみ箱の絵が気に入っ
ているよ」とダフラン大臣。　　　　　　　

（イニラ・コム）
■爆発でパニック
東ジャカルタ・マトラマンのバス
ウェイ（バス専用レーン）で７日午
前10時ごろ、公共交通機関「トラン
スジャカルタ」の右後輪が突如炎上
し、乗客20人が避難する騒ぎがあっ
た。事故車両に乗っていたラフマッ
トさんは「タイヤが燃えるのを見て、
乗客はみな一様に驚いて、すぐに飛
び降りていったよ」と、当時の混乱
した様子を振り返った。　

（ブリタ・ジャカルタ）
■サプライズが好き
モデルや女優として活躍するア

ユ・デウィさんが７日、28歳の誕生
日を迎えた。ファンや親しい友人か
らたくさんの贈り物をもらい、サプ
ライズ演出も。しかし、夫のズミ・
ゾラさんからは何のサプライズもな
く「大丈夫だけど、少しがっかりし
たかな」と寂しそうに話した。

（カパンラギ・コム）
■５年間を決める
西ジャワ州チマヒ市の市長選投票
が９日実施される。５組が立候補し
ており、先月22日からのキャンペー
ン期間が４日に終了した。今後５年
間の市の行方を左右する重要な選挙。
当日は15の村と地区に設けられる832
の投票所で、35万8252人の有権者が
投票する。（ドゥティック・バンドン）
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ア
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ア
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ア
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